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研究成果の概要（和文）：２００８年度は、ブログ空間におけるコミュニケーションモデルとし

て、動機・行動・反応モデルを構築している。２００９年度は、ソーシャルメディアの発展に

合わせて、ブログ機能を内包した SNSに範囲を拡張し、企業内ＳＮＳの導入効果を明らかにし

ている。２０１０年度は、ウェブ上でユーザ同士がコミュニケーションを行う掲示板や Q&Aサ

イトなど、様々なソーシャルメディア上のコミュニケーションを活用した情報システムの構築

や分析を行っている。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to analyze a generating mechanism for communication on 
the blogsphere, we have developed a model taking into account people's motivations, 
behaviors, and reactions in 2008. Next year, we explained the effectiveness of social 
networking sites (SNS) in enterprises based on our observations of actual situations where 
these sites are used. Final year, we developed two systems used communication on social 
media for recommendation or information shearing. Additionally, we derived some features 
of communication on SNSs. 
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１．研究開始当初の背景 
ブログは、個人が自分の考えや意見を世界

に向けて手軽に発信できる意見発信メディ
アとして急速に発展していた。ブログは、友
人・知人間のコミュニケーションメディアと
しての一面も持っている。そこで、ブログ空
間上で生成されるコミュニケーションネッ
トワーク構造が、ブログの使われる目的、ブ
ログ執筆者（以後、「ブロガー」と記す）の

心理的態度や特性によってどのような性質
を持つのかに着目をした。 
当時のブログ研究は、技術的なアプローチ

としてネットワーク構造分析が多くなされ
ていた。しかし、これらの研究には、執筆動
機といった人間の心理的態度に関する視点
に欠けていた。一方、態度に着目した研究は
いくつか散見されていたが、ブログ空間のネ
ットワーク構造との関連にまでは言及され
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ていなかった。 
ネットワーク構造分析の研究としては、

Adamic and Glance(2005)が、アメリカ大統
領選におけるブログの記事の内容を分析し、
リンク構造および記事の内容が右派・左派の
派内のつながりが強く、派をまたぐつながり
は 希 薄 で あ る こ と を 示 し て い た 。
Ishida(2005)は、大量のアフィリエイトやス
パムリンクを除外したコミュニティ抽出を
可能としていた。また、新井他(2006)が、リ
ンク構造と記事内のキーワードから商品の
評判を抽出することを試みていた。 
一方、ブログ作者の心理的態度に着目した

研究には、山下他による一連の「人はなぜウ
ェブ日記を書き続けるのか」に着目した研究
があった(山下他、2005)（川浦他、1999)（三
浦・山下、2004a、2004b)。山下他は、ブロ
グ作者がブログを継続する意向を持つにい
たる因果を明らかにするために、ブログの持
つ心理的効用・ブログ作成がもたらす満足度
がブログ継続意向をもたらすという因果モ
デルを構築していた。 
つまり、既存研究では、ネットワーク構造

に着目すると、ネットワークの構成要素であ
る人間の心理的態度を捨象してしまい、心理
的態度に着目すると、ネットワーク構造との
関連を議論できていなかった。我々は、この
両面のアプローチを統合することで、人間の
内的側面というミクロの要素からネットワ
ーク構造の生成というマクロの現象を接続
する理論を構築すべきであると着想するに
至った。 
 

２．研究の目的 
我々は、人間の心理的態度に関して、ブロ

ガーへの質問紙調査を行うことで、どのよう
な動機や目的でブログが執筆されているの
かを明らかにすることとした。また、彼らの
ブログ執筆や相互のコミュニケーションを、
クローラーを用いて自動収集し、個々のブロ
ガーの心理的特徴とブログ空間上に観察さ
れるネットワーク構造の関連を明らかにす
ることを目的とした。具体的には以下の三つ
のサブテーマを設定した。 
一つ目は、ブログの特性抽出である。ブロ

グがもたらした社会的インパクトを明らか
にするために、ブログ以外の他の消費者発信
型メディア（SNS、QA サイト、評判サイト等）
と比較し、ブログがどのような特性を持って
いるのかを明らかにする。 
二つ目は、ブログ空間上のコミュニケーシ

ョン発生メカニズムの分析である。ブログ空
間上のコミュニケーションネットワークが
いかにして生成されるのかを明らかにする。
ブロガーのどのような心理的態度がブログ
更新という情報行動を引き起こし、更には読
者からのコメント・トラックバックといった

コミュニケーション連鎖を生じていくのか
を明らかにする。 
三つ目は、コミュニケーションネットワー

ク分析ツールの開発である。記事の内容分析
や、コメントやトラックバックといった観測
可能なコミュニケーションリンクの自動収
集システムを構築し、ネットワーク構造を可
視化するシステムを開発する。 
なお、三つ目については、新たなソーシャ

ルメディアとして SNS や QA サイトの発展が
著しかったため、社会的意義を考慮し目的を
若干修正し、ソーシャルメディア上のコミュ
ニケーションの分析とそれを活用した新た
なツールの構築に変更した。 
 

３．研究の方法 
ソーシャルメディアの発展に伴い目的を修

正した結果、最終的に 8つの研究を実施して
いる。各研究の研究方法について述べる。 
（1）ブログ特性の抽出 
ソーシャルメディアにおけるブログ特性を

明らかにするために、アンケート調査を行っ
た。質問項目として、ブログ、ＳＮＳ、ＱＡ
コミュニティ、2ちゃんねる等のソーシャル
メディアの利用状況や目的に加え、ユーザの
特性として消費行動、情報行動に関する質問
を行った。また、性別、年代、職業、地域な
どのデモグラフィック特性も調査し、各回答
との関係を明らかにしている。 
（2）ブログ空間上のコミュニケーション発

生メカニズムの分析 
ブログ空間上で生成されるコミュニケーシ

ョンネットワーク構造が、ブログの使われる
目的、ブログ執筆者の心理的態度や特性によ
ってどのような性質を持つのかを明らかに
するために、ブログ作者の動機が執筆行動に
結びつき、その結果として読者による反応が
発生する動機・行動・反応基本モデルを構築
した。また、基本モデルに基づいたブログ作
者に対する質問紙調査を行い、ブログ空間上
のコミュニケーションネットワークが如何
に生成されるのかを分析するパスモデルを
構築している。 
（3）企業内 SNSの導入効果の分析 
企業内 SNS の利用に関する文献の調査に基

づき調査仮説を設定し、調査仮説の検証およ
び企業内 SNSの有効性をより明確にするため
に，企業への構造化インタビュー調査と質問
紙調査を行っている。 
（4） SNS のコミュニケーションネットワー

クの分析 
So-netSNSのログデータより日記-コメント

関係を抽出し、これをコミュニケーションネ
ットワークとした。このネットワーク構造や
時系列変化について、大量の SNSを対象に分
析を行っている。 
 



 

 

（5）地域 SNSの導入目的と効果の分析 
地域 SNS の目的と効果について，事例報告

をもとに形態素解析により用語を抽出し，主
成分分析を行うことにより，定量的な分析を
行い，検証した。 
（6）QAサイトにおける報酬制度の影響分析 
エージェントベースシミュレーションを用

いて Q&A サイトをモデル化し、報酬制度がも
たらす影響について分析を行っている。 
（7）音楽 SNSのネットワーク構造を用いた

推薦システムの提案 
音楽 SNS にアーティスト同士の人間関係に

着目し、その関係に基づいてインディーズア
ーティストを推薦するシステムを構築した。
有用性を評価するために、被験者を用いて比
較実験を行っている。 
（8）短期的に世代交代をする組織における

情報伝承システムの提案 
経験に基づく重要なノウハウ情報である注

記事項を「見える化」し，スムーズに次世代
に伝承するシステムを構築するために、関連
研究に基づき構築するシステムの課題を、注
記事項を形式化するための入力フォーマッ
ト、情報組織化を行うための半自動化のアル
ゴリズム、伝承される未経験者に理解しやす
い表現方法としての擬似体験と定め、システ
ムを検討した． 
 
４．研究成果 
各研究成果については、学術論文、口頭発

表にて公表している。また、「（3）企業内 SNS
の導入効果」の研究成果については、産学連
携プロジェクトとして第 20 回横幹技術フォ
ーラム「SNS が切り拓くバリアフリー・コミ
ュニケーション～企業内 SNS最先端の活用事
例～」の開催に関与し、成果を発表している。
さらに、「（4）SNSのコミュニケーションネッ
トワークの分析」「（5）地域 SNSの導入目的
と効果の分析」の成果とあわせて、人工知能
学会の解説論文としてまとめている。以下、
各研究の成果について述べる。 
（1）ブログ特性の抽出 
ブログの特性として、人間関係の維持とエ

ンタメ目的で利用することを明らかにした
ている。また、女性が日記目的でブログを利
用することが多いのに対し、男性が意見を主
張するためにブログを利用していることを
明らかにしている。ソーシャルメディアの中
でも、利用者が目的に合わせてメディアを使
い分けていることが明らかになり、分析の基
礎データを得ることができている。 
（2）ブログ空間上のコミュニケーション発

生メカニズムの分析 
パスモデルより、自己表出→文章量

→トラックバックという因果モデルの
存在が明らかとなった。このような因
果モデルから生じるトラックバックリ

ンクの集合は、主にブログ空間内にお
ける意見や考えの共有・関連付けの場
として機能しているという知見が得ら
れている。 
（3）企業内 SNSの導入効果の分析 
企業内 SNS が、導入以前は関与することの

なかった多様な参加者の気軽な情報発信や
議論を可能にすること、個々が抱える既存の
問題と多様な参加者により提示される有効
な情報を結びつけること、選択肢の候補を得
る洞察段階や解決策を得る選択段階におい
て効果があり素早い問題解決を可能にする
ことを明らかにしている。 
（4） SNS のコミュニケーションネットワー

クの分析 
現実の人間関係がベースとなる SNS は規模

が小さく密なコミュニケーションがなされ
ていることを確認している。また、ファンサ
イトのような対象物を中心とした SNSは、初
期に開拓的であるものがより活性化するこ
とを確認している。 
（5）地域 SNSの導入目的と効果の分析 
自治体が設定した目的に対応する効果が，

まだ充分に上げられていないこと，また，当
初の目的と異なる効果が上がっている事例
があることが明らかになった。 
（6）QAサイトにおける報酬制度の影響分析 
金銭報酬が高い制度においては回答の質は

高いが回答の数は低く，逆に金銭報酬が低い
制度においては回答の質は低いが回答の数
は多くなることを明らかにした． 
（7）音楽 SNSのネットワーク構造を用いた

推薦システムの提案 
提案手法が，既存手法よりも 1．メジャー

アーティストに偏らない，2．未知のアーテ
ィストを推薦できる，3．ユーザーが推薦結
果に満足する手法である事を示している。 
（8）短期的に世代交代をする組織における

情報伝承システムの提案 
課題を達成するシステムとして，LEAVES を

構築した．研究室の引っ越し及び研究室公開
を題材に被験者実験を行い，LEAVES が要件を
満たしていることを検証した．その結果，
LEAVES により注記事項が適切に記述・収集で
きること，擬似体験シナリオとして構造化で
きること、擬似体験による伝承が有用である
ことを確認した． 
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